
(57)【要約】

【課題】複数系統のハーネスを中継するにあたり、部品

点数を削減することができるようにする。

【解決手段】　ジョイントコネクタ４０は中継ハウジン

グ４１とその内部に圧入によって取り付けられるジョイ

ント端子５０からなる。中継ハウジング４１の電装品側

コネクタ接続部４２には第一・第二ハウジング１０、２

０が取付けられる一方、電源側コネクタ接続部４６には

電源側ハウジング３０が取付けられ、各端子金具がジョ

イント端子５０によって短絡される。電源側ハウジング

３０、ジョイントコネクタ４０は第一・第二ハウジング

１０、２０に対し共用された関係にあるため、従来、電

源側・電装部品側のコネクタを１対１で対応させた場合

に比較して、複数の系統を中継するにあたり、部品点数

を少なくすることができる

【選択図】図７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ハ ー ネ ス に 接 続 さ れ た 一 方 側 コ ネ ク タ と 、 他 の 複 数 本 の ハ ー ネ ス に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 複
数 の 他 方 側 コ ネ ク タ と を 、 ジ ョ イ ン ト 端 子 を 収 容 す る 中 継 ハ ウ ジ ン グ に よ っ て 接 続 す る よ
う に し た ジ ョ イ ン ト コ ネ ク タ で あ っ て 、
　 前 記 一 方 側 コ ネ ク タ の 中 に は 前 記 他 方 側 コ ネ ク タ の う ち の 複 数 の も の に よ っ て 共 用 さ れ
、 こ れ ら 共 用 す る 他 方 側 各 コ ネ ク タ に 対 し 前 記 ジ ョ イ ン ト 端 子 を 介 し て 分 岐 接 続 さ れ る も
の を 含 む 構 成 で あ る と と も に 、
　 前 記 中 継 ハ ウ ジ ン グ 内 に は 隔 壁 が 設 け ら れ て 、 こ の 隔 壁 を 境 に し て 前 記 中 継 ハ ウ ジ ン グ
内 部 を 二 つ の 接 続 部 に 区 画 し 、 一 方 を 前 記 一 方 側 コ ネ ク タ が 嵌 合 さ れ る 一 方 側 コ ネ ク タ 接
続 部 と し 、 他 方 を 前 記 他 方 側 コ ネ ク タ が 嵌 合 さ れ る 他 方 側 コ ネ ク タ 接 続 部 と し 、 か つ 、
　 前 記 他 方 側 コ ネ ク タ 接 続 部 は 仕 切 壁 に よ っ て さ ら に 仕 切 ら れ て い る 一 方 、 前 記 ジ ョ イ ン
ト 端 子 は 前 記 一 方 側 コ ネ ク タ 接 続 部 の 開 口 側 か ら 前 記 隔 壁 に 対 し 圧 入 に よ っ て 取 り 付 け ら
れ 、 両 端 に 形 成 さ れ た タ ブ 片 を 前 記 一 方 側 コ ネ ク タ 接 続 部 お よ び 前 記 他 方 側 コ ネ ク タ 接 続
部 内 に 突 出 す る よ う に し て あ り 、
　 さ ら に 、 前 記 ジ ョ イ ン ト 端 子 に は 前 記 仕 切 壁 を 跨 い で 取 り 付 け ら れ る こ と で 仕 切 壁 を 挟
ん で 隣 り 合 う 前 記 他 方 側 コ ネ ク タ が 分 岐 接 続 可 能 と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る ジ ョ イ ン
ト コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 一 方 側 コ ネ ク タ は 電 源 に 接 続 さ れ る ハ ー ネ ス を 有 し た 電 源 側 コ ネ ク タ で あ り 、 前 記 他
方 側 コ ネ ク タ は 異 な る 電 装 品 に 接 続 さ れ た ハ ー ネ ス を 有 す る 電 装 品 側 コ ネ ク タ で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ジ ョ イ ン ト コ ネ ク タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ジ ョ イ ン ト コ ネ ク タ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 バ ッ テ リ 等 の 電 源 側 か ら の 電 力 を 電 装 部 品 に 供 給 す る 場 合 に 、 電 源 側 に 接 続 さ れ
た ハ ー ネ ス と 電 装 部 品 側 に 接 続 さ れ た ハ ー ネ ス と を ジ ョ イ ン ト コ ネ ク タ に よ り 中 継 し て い
る 。 図 １ ７ は 下 記 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た も の で あ っ て 、 こ の も の は 、 電 装 部 品 側 の ハ ー
ネ ス の 端 末 に 装 着 さ れ る 電 装 品 ハ ウ ジ ン グ １ ０ ２ に 対 し 電 源 側 ハ ウ ジ ン グ １ ０ ３ が １ 対 １
の 関 係 に あ り 、 こ れ に ジ ョ イ ン ト コ ネ ク タ １ ０ １ を 加 え て ３ 部 品 に よ り 中 継 系 統 が 構 成 さ
れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ２ ６ ３ ０ ９ ６ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 っ て 、 上 記 の よ う な 中 継 の 構 造 で は 、 電 装 部 品 側 の ハ ー ネ ス の 増 加 に つ れ て ジ ョ イ ン
ト コ ネ ク タ １ ０ １ ・ 電 源 側 ハ ウ ジ ン グ １ ０ ３ 及 び 中 継 さ れ る べ き ハ ー ネ ス 、 す な わ ち 電 装
品 ハ ウ ジ ン グ １ ０ ２ が １ 対 １ の 関 係 を 保 ち つ つ 増 え て ゆ く 。 例 え ば 、 上 記 の も の で あ れ ば
、 １ 系 統 を ３ 部 品 で 構 成 し て い る で ２ 系 統 で は 計 ６ 部 品 の 構 成 と な り 部 品 点 数 の 増 加 が 問
題 視 さ れ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 上 記 の よ う な 事 情 に 基 づ い て 完 成 さ れ た も の で あ っ て 、 複 数 系 統 の ハ ー ネ ス を
中 継 す る に あ た り 、 部 品 点 数 を 削 減 す る こ と が 出 来 る ジ ョ イ ン ト コ ネ ク タ を 提 供 す る こ と
を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め の 手 段 と し て 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 ハ ー ネ ス に 接 続 さ れ た 一
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方 側 コ ネ ク タ と 、 他 の 複 数 本 の ハ ー ネ ス に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 複 数 の 他 方 側 コ ネ ク タ と を
、 ジ ョ イ ン ト 端 子 を 収 容 す る 中 継 ハ ウ ジ ン グ に よ っ て 接 続 す る よ う に し た ジ ョ イ ン ト コ ネ
ク タ で あ っ て 、 前 記 一 方 側 コ ネ ク タ の 中 に は 前 記 他 方 側 コ ネ ク タ の う ち の 複 数 の も の に よ
っ て 共 用 さ れ 、 こ れ ら 共 用 す る 他 方 側 各 コ ネ ク タ に 対 し 前 記 ジ ョ イ ン ト 端 子 を 介 し て 分 岐
接 続 さ れ る も の を 含 む 構 成 で あ る と と も に 、 前 記 中 継 ハ ウ ジ ン グ 内 に は 隔 壁 が 設 け ら れ て
、 こ の 隔 壁 を 境 に し て 前 記 中 継 ハ ウ ジ ン グ 内 部 を 二 つ の 接 続 部 に 区 画 し 、 一 方 を 前 記 一 方
側 コ ネ ク タ が 嵌 合 さ れ る 一 方 側 コ ネ ク タ 接 続 部 と し 、 他 方 を 前 記 他 方 側 コ ネ ク タ が 嵌 合 さ
れ る 他 方 側 コ ネ ク タ 接 続 部 と し 、 か つ 、 前 記 他 方 側 コ ネ ク タ 接 続 部 は 仕 切 壁 に よ っ て さ ら
に 仕 切 ら れ て い る 一 方 、 前 記 ジ ョ イ ン ト 端 子 は 前 記 一 方 側 コ ネ ク タ 接 続 部 の 開 口 側 か ら 前
記 隔 壁 に 対 し 圧 入 に よ っ て 取 り 付 け ら れ 、 両 端 に 形 成 さ れ た タ ブ 片 を 前 記 一 方 側 コ ネ ク タ
接 続 部 お よ び 前 記 他 方 側 コ ネ ク タ 接 続 部 内 に 突 出 す る よ う に し て あ り 、 さ ら に 、 前 記 ジ ョ
イ ン ト 端 子 に は 前 記 仕 切 壁 を 跨 い で 取 り 付 け ら れ る こ と で 仕 切 壁 を 挟 ん で 隣 り 合 う 前 記 他
方 側 コ ネ ク タ が 分 岐 接 続 可 能 と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の も の に お い て 、 前 記 一 方 側 コ ネ ク タ は 電 源 に 接 続
さ れ る ハ ー ネ ス を 有 し た 電 源 側 コ ネ ク タ で あ り 、 前 記 他 方 側 コ ネ ク タ は 異 な る 電 装 品 に 接
続 さ れ た ハ ー ネ ス を 有 す る 電 装 品 側 コ ネ ク タ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 願 発 明 に よ れ ば 、 一 方 側 の コ ネ ク タ の 中 に は 他 方 側 の 複 数 の コ ネ ク タ に よ っ て 共 用 さ
れ る も の が 含 ま れ る た め 、 従 来 、 一 方 側 ・ 他 方 側 の コ ネ ク タ を １ 対 １ で 対 応 さ せ て い た 場
合 に 比 較 し て 、 部 品 点 数 を 少 な く す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
＜ 第 １ 実 施 形 態 ＞ 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 図 １ な い し 図 １ ６ に よ っ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ に は 、 自 動 車 に 搭 載 さ れ た ハ ー ネ ス を 中 継 す る 各 コ ネ ク タ の 分 解 斜 視 図 を 示 し た 。
１ ０ は 第 一 電 装 品 側 雌 コ ネ ク タ ハ ウ ジ ン グ （ 以 下 、 単 に 第 一 ハ ウ ジ ン グ と い う 。 ） 、 ２ ０
は 第 二 電 装 品 側 雌 コ ネ ク タ ハ ウ ジ ン グ （ 以 下 、 単 に 第 二 ハ ウ ジ ン グ と い う 。 ） で あ り 、 そ
れ ぞ れ が 図 示 し な い 異 な る 電 装 部 品 に 接 続 さ れ た ハ ー ネ ス の 端 末 に 接 続 さ れ て い る 。 ３ ０
は 電 源 側 雌 コ ネ ク タ ハ ウ ジ ン グ （ 以 下 、 単 に 電 源 側 ハ ウ ジ ン グ と い う 。 ） で あ り 、 図 示 し
な い 電 源 に 接 続 さ れ た ハ ー ネ ス の 端 末 に 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 第 一 ・ 第 二 ハ ウ ジ ン グ
１ ０ 、 ２ ０ と 電 源 側 ハ ウ ジ ン グ ３ ０ と が ジ ョ イ ン ト コ ネ ク タ ４ ０ に よ っ て 中 継 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ジ ョ イ ン ト コ ネ ク タ ４ ０ は 中 継 ハ ウ ジ ン グ ４ １ と ジ ョ イ ン ト 端 子 ５ ０ に よ り 構 成 さ れ て
い る 。 中 継 ハ ウ ジ ン グ ４ １ は 樹 脂 製 で あ っ て 前 後 方 向 に 開 口 す る 角 筒 状 を な す 。 図 ６ な い
し 図 ７ に 示 す よ う に 内 部 に は 隔 壁 ４ ７ が 設 け ら れ て お り 、 中 継 ハ ウ ジ ン グ ４ １ の 内 部 は 電
装 品 側 コ ネ ク タ 接 続 部 ４ ２ （ 他 方 側 コ ネ ク タ 接 続 部 ） と 電 源 側 コ ネ ク タ 接 続 部 ４ ６ （ 一 方
側 コ ネ ク タ 接 続 部 ） と に 仕 切 ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ８ 及 び 図 ９ に 示 す よ う に 、 電 装 品 側 コ ネ ク タ 接 続 部 ４ ２ に は 仕 切 壁 ４ ５ が 設 け ら れ て
お り 、 電 装 品 側 コ ネ ク タ 接 続 部 ４ ２ を 右 側 収 容 室 ４ ３ と 左 側 収 容 室 ４ ４ と に 区 画 し て い る
。 そ し て 、 各 収 容 室 ４ ３ 、 ４ ４ の 上 面 に は 係 止 孔 ４ ３ Ａ 、 ４ ４ Ａ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て お
り 、 各 収 容 室 ４ ３ 、 ４ ４ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 第 一 ・ 第 二 ハ ウ ジ ン グ １ ０ 、 ２ ０ の 各 ロ ッ
ク ア ー ム １ ３ 、 ２ ３ と 係 止 し て 抜 け 止 め す る よ う に な っ て い る 。 一 方 、 電 源 側 コ ネ ク タ 接
続 部 ４ ６ の 上 面 に は 係 止 孔 ４ ６ Ａ が 設 け ら れ て お り 、 こ こ に 接 続 さ れ る 電 源 側 ハ ウ ジ ン グ
３ ０ の ロ ッ ク ア ー ム ３ ３ と 係 止 し て 抜 け 止 め す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 隔 壁 ４ ７ に お け る 電 源 側 コ ネ ク タ 接 続 部 ４ ６ と 対 応 す る 面 側 に は ジ ョ イ ン ト 端 子
５ ０ が 圧 入 さ れ る 取 付 け 凹 部 ４ ８ が ス リ ッ ト 状 に 設 け ら れ て い る と と も に 、 隔 壁 ４ ７ に は
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取 付 け 凹 部 ４ ８ と 電 装 品 側 コ ネ ク タ 接 続 部 ４ ２ と を 連 通 す る タ ブ 片 挿 通 孔 ４ ９ が 複 数 形 成
さ れ て い る （ 図 １ ０ 参 照 ） 。 ジ ョ イ ン ト 端 子 ５ ０ は 導 電 性 板 材 を プ レ ス 加 工 し て 形 成 さ れ
、 基 部 ５ １ の 両 側 に 複 数 の タ ブ 片 ５ ２ が 相 互 に 突 性 さ れ て い る （ 図 ８ 参 照 ） 。 基 部 ５ １ は
そ れ ぞ れ に 対 応 す る 取 付 け 凹 部 ４ ８ に は め 込 ま れ る 幅 寸 法 を も っ て 形 成 さ れ て お り 、 取 付
け 状 態 に あ っ て は 、 タ ブ 片 ５ ２ が 両 接 続 部 ４ ２ 、 ４ ６ 内 に 突 出 す る よ う に な っ て い る 。 ま
た 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 タ ブ 片 ５ ２ は 電 流 容 量 の 大 き さ に 対 応 し て 幅 の 異 な る ２ 種 類
５ ２ Ａ 、 ５ ２ Ｂ が 設 定 さ れ て い る （ 図 ９ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 更 に 、 本 実 施 形 態 に お い て ジ ョ イ ン ト 端 子 ５ ０ は 隔 壁 ４ ７ に 対 し て 上 下 二 段 に 配 さ れ て
お り 、 そ の 様 子 は 図 ８ 、 図 ９ に 示 さ れ て い る 通 り で あ る 。 図 ８ は 中 継 ハ ウ ジ ン グ ４ １ の 上
段 側 を 示 し 、 複 数 の ジ ョ イ ン ト 端 子 ５ ０ Ａ ～ ５ ０ Ｅ が 幅 方 向 に 並 列 に 配 さ れ て い る 。 一 方
、 図 ９ は 中 継 ハ ウ ジ ン グ ４ １ の 下 段 側 を 示 し 、 複 数 の ジ ョ イ ン ト 端 子 ５ ０ Ｆ ～ ５ ０ Ｊ が 幅
方 向 に 並 列 に 配 さ れ て い る 。 尚 、 上 下 間 の ジ ョ イ ン ト 端 子 ５ ０ に つ い て は 連 結 関 係 は な い
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 ジ ョ イ ン ト 端 子 ５ ０ は 電 源 側 コ ネ ク タ 接 続 部 ４ ６ か ら 取 付 け ら れ 、 仕 切 壁 ４ ５ を
跨 い で の 取 付 け が 可 能 と な っ て い る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 上 段 側 の ジ ョ イ ン ト 端 子 ５ ０
Ｃ 、 下 段 側 の ジ ョ イ ン ト 端 子 ５ ０ Ｈ が 仕 切 壁 を 跨 い で 取 付 け ら れ て い る 。 す な わ ち 、 こ れ
ら ジ ョ イ ン ト 端 子 ５ ０ Ｃ 、 ５ ０ Ｈ の タ ブ 片 ５ ２ は 仕 切 壁 ４ ５ に よ っ て 区 画 さ れ た 両 収 容 室
４ ３ 、 ４ ４ 内 に 突 出 し て お り 、 そ こ に 組 み 付 け ら れ る 両 ハ ウ ジ ン グ １ ０ 、 ２ ０ の 端 子 金 具
と 接 続 さ れ る 。 そ の た め 、 仕 切 壁 ４ ５ を 挟 ん で 隣 り 合 う 両 ハ ウ ジ ン グ １ ０ 、 ２ ０ を 分 岐 接
続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 第 一 ハ ウ ジ ン グ １ ０ 及 び 第 二 ハ ウ ジ ン グ ２ ０ に つ い て 説 明 す る 。 両 ハ ウ ジ ン グ １
０ 、 ２ ０ は 大 き さ （ キ ャ ビ テ ィ の 数 等 ） が 異 な る の み で 基 本 構 造 は 共 通 で あ る の で 、 一 方
（ 第 一 ハ ウ ジ ン グ １ ０ ） に つ い て の み 説 明 を 行 い 他 方 に つ い て は 同 一 符 号 を 付 し 重 複 し た
説 明 を 省 略 す る も の と す る 。 尚 、 以 下 の 説 明 に お い て 両 ハ ウ ジ ン グ １ ０ 、 ２ ０ が 電 源 側 ハ
ウ ジ ン グ ３ ０ と 嵌 合 す る 側 を 前 側 と す る 。 第 一 ハ ウ ジ ン グ １ ０ は 、 図 １ 、 図 １ １ 及 び 図 １
２ に 示 す よ う に 、 全 体 が 直 方 体 形 状 を な し 、 内 部 に は 前 記 端 子 金 具 （ 図 示 せ ず ） を 後 方 か
ら 挿 入 可 能 な キ ャ ビ テ ィ １ １ が 前 記 ジ ョ イ ン ト 端 子 ５ ０ に 対 応 し て 上 下 二 段 に 形 成 さ れ て
い る 。 ま た 、 前 記 し た よ う に タ ブ 片 ５ ２ に は サ イ ズ の 異 な る ２ 種 類 ５ ２ Ａ 、 ５ ２ Ｂ の 設 定
が あ る た め 、 こ れ と 対 応 し て キ ャ ビ テ ィ １ １ に も サ イ ズ の 異 な る ２ 種 類 １ １ Ａ 、 １ １ Ｂ が
設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 上 段 側 に お い て は 、 キ ャ ビ テ ィ １ １ Ｂ の 間 に 位 置 し て 凹 部 １ ２ が 前 後 方 向 に 沿
っ て 設 け ら れ て い る 。 凹 部 １ ２ の 幅 方 向 の 中 央 部 に は 片 持 ち 梁 状 と さ れ た ロ ッ ク ア ー ム １
３ が 突 設 さ れ て い る 。 こ の 第 一 ハ ウ ジ ン グ １ ０ は 前 記 し た よ う に 中 継 ハ ウ ジ ン グ ４ １ の 右
側 収 容 室 ４ ３ に 取 付 け ら れ 、 そ の 際 に は ロ ッ ク ア ー ム １ ３ が 右 側 収 容 室 ４ ３ の 係 止 孔 ４ ３
Ａ に 係 止 す る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 こ の と き 前 記 し た 各 ジ ョ イ ン ト 端 子 ５ ０ の タ ブ
片 ５ ２ は 第 一 ハ ウ ジ ン グ １ ０ に 装 着 さ れ た 端 子 金 具 と 正 規 に 接 続 さ れ る よ う に な っ て い る
。 尚 、 第 二 ハ ウ ジ ン グ ２ ０ に は 第 一 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の ロ ッ ク ア ー ム １ ３ と 同 様 に ロ ッ ク ア
ー ム ２ ３ が 設 け ら れ て お り 、 こ れ が 左 側 収 容 室 ４ ４ の 係 止 孔 ４ ４ Ａ に 係 止 す る よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 電 源 側 ハ ウ ジ ン グ ３ ０ に つ い て 説 明 す る 。 電 源 側 ハ ウ ジ ン グ ３ ０ に つ い て も 、 第 一
ハ ウ ジ ン グ １ ０ に 対 し コ ネ ク タ の 基 本 構 造 に つ い て は 共 通 で あ る た め 、 同 一 構 造 部 分 に つ
い て は 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 し 、 異 な る 点 の み 説 明 す る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 ジ ョ
イ ン ト コ ネ ク タ ４ ０ の 電 源 側 コ ネ ク タ 接 続 部 ４ ６ に は 単 一 部 材 で あ る 電 源 側 ハ ウ ジ ン グ ３
０ が 組 み 付 け ら れ 、 電 装 品 側 コ ネ ク タ 接 続 部 ４ ２ に は 相 手 側 と な る 第 一 ・ 第 二 ハ ウ ジ ン グ
１ ０ 、 ２ ０ が 各 １ 個 ず つ 組 み 付 け ら れ る よ う に な っ て お り 、 電 源 側 ハ ウ ジ ン グ ３ ０ が 各 ハ
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ウ ジ ン グ １ ０ 、 ２ ０ に 対 し て 共 用 さ れ た 関 係 と な っ て い る 。 尚 、 電 源 側 ハ ウ ジ ン グ ３ ０ に
は 第 一 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の ロ ッ ク ア ー ム １ ３ と 同 様 に ロ ッ ク ア ー ム ３ ３ が 設 け ら れ て お り 、
こ れ が 電 源 側 コ ネ ク タ 接 続 部 ４ ６ の 係 止 孔 ４ ６ Ａ に 係 止 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 本 実 施 形 態 の 作 用 効 果 を 具 体 的 に 説 明 す る 。 こ の よ う に
本 実 施 形 態 で は 、 中 継 ハ ウ ジ ン グ ４ １ の 電 源 側 コ ネ ク タ 接 続 部 ４ ６ に は 電 源 側 ハ ウ ジ ン グ
３ ０ が 接 続 さ れ 、 こ れ が ジ ョ イ ン ト 端 子 ５ ０ を 介 し て 第 一 ・ 第 二 ハ ウ ジ ン グ １ ０ 、 ２ ０ に
接 続 さ れ る 。 す な わ ち 、 電 源 か ら 引 き 出 さ れ た ハ ー ネ ス は ジ ョ イ ン ト コ ネ ク タ ４ ０ に よ り
中 継 さ れ 各 電 装 部 品 と 接 続 さ れ る ハ ー ネ ス へ と 分 岐 さ れ る 。 そ し て 、 電 源 側 ハ ウ ジ ン グ ３
０ 、 ジ ョ イ ン ト コ ネ ク タ ４ ０ は 第 一 ・ 第 二 ハ ウ ジ ン グ １ ０ 、 ２ ０ に 対 し 共 用 さ れ た 関 係 に
あ る た め 、 従 来 、 電 源 側 ・ 電 装 部 品 側 の コ ネ ク タ を １ 対 １ で 対 応 さ せ た 場 合 に 比 較 し て 、
複 数 の 系 統 を 中 継 す る に あ た り 、 部 品 点 数 を 少 な く す る こ と が で き る 。 具 体 的 に は 、 従 来
２ 系 統 の ハ ー ネ ス を 中 継 す る の に ６ 部 品 を 必 要 と し て い た が 、 本 実 施 例 で は ４ 部 品 に よ り
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 ジ ョ イ ン ト 端 子 ５ ０ は 電 源 側 コ ネ ク タ 接 続 部 ４ ６ か ら 取 付 け が な さ れ る 。 そ の た
め 、 本 実 施 形 態 の よ う に 中 継 ハ ウ ジ ン グ ４ １ の 成 形 後 に ジ ョ イ ン ト 端 子 ５ ０ を 組 み 付 け る
場 合 で あ っ て も 、 仕 切 壁 ４ ５ を 跨 い で ジ ョ イ ン ト 端 子 ５ ０ を 取 付 け る こ と で き る 。 そ の た
め 、 仕 切 壁 ４ ５ を 挟 ん で 隣 り 合 う 両 ハ ウ ジ ン グ １ ０ 、 ２ ０ を 分 岐 接 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ＜ 他 の 実 施 形 態 ＞ 本 発 明 は 上 記 記 述 及 び 図 面 に よ っ て 説 明 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も
の で は な く 、 例 え ば 次 の よ う な 実 施 形 態 も 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 含 ま れ 、 さ ら に 、 下 記 以
外 に も 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 内 で 種 々 変 更 し て 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 （ １ ） 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 電 力 を 送 電 す る た め の ハ ー ネ ス を 中 継 し た が 、 制 御 用 の 信
号 を 伝 達 す る ハ ー ネ ス を 中 継 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ ２ ） 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 中 継 ハ ウ ジ ン グ の 電 源 側 コ ネ ク タ 接 続 部 に は 電 源 側 ハ ウ ジ
ン グ が 単 数 取 付 け ら れ る 一 方 、 電 装 品 側 コ ネ ク タ 接 続 部 に は 第 一 ・ 第 二 ハ ウ ジ ン グ が そ れ
ぞ れ 組 み 付 け ら れ る 構 成 と し た が 、 各 接 続 部 に 組 み 付 け ら れ る ハ ウ ジ ン グ の 個 数 に は 特 に
制 限 は な く 、 い ず れ か の ハ ウ ジ ン グ が 共 用 さ れ て い れ ば よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お け る ハ ー ネ ス を 中 継 す る 各 コ ネ ク タ の 分 解 斜 視 図
【 図 ２ 】 ジ ョ イ ン ト コ ネ ク タ の 正 面 図
【 図 ３ 】 ジ ョ イ ン ト コ ネ ク タ の 右 側 面 図
【 図 ４ 】 ジ ョ イ ン ト コ ネ ク タ の 左 側 面 図
【 図 ５ 】 ジ ョ イ ン ト コ ネ ク タ の 平 面 図
【 図 ６ 】 図 ４ 中 の Ａ － Ａ 断 面 図
【 図 ７ 】 図 ４ 中 の Ｂ － Ｂ 断 面 図
【 図 ８ 】 図 ４ 中 の Ｃ － Ｃ 断 面 図
【 図 ９ 】 図 ４ 中 の Ｄ － Ｄ 断 面 図
【 図 １ ０ 】 中 継 ハ ウ ジ ン グ の 水 平 断 面 図
【 図 １ １ 】 第 一 ハ ウ ジ ン グ の 平 面 図
【 図 １ ２ 】 第 一 ハ ウ ジ ン グ の 背 面 図
【 図 １ ３ 】 第 二 ハ ウ ジ ン グ の 平 面 図
【 図 １ ４ 】 第 二 ハ ウ ジ ン グ の 背 面 図
【 図 １ ５ 】 電 源 側 ハ ウ ジ ン グ の 平 面 図
【 図 １ ６ 】 電 源 側 ハ ウ ジ ン グ の 背 面 図
【 図 １ ７ 】 従 来 例 に お け る 分 解 斜 視 図
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 １ ０ … 第 一 ハ ウ ジ ン グ （ 他 方 側 コ ネ ク タ ）
　 ２ ０ … 第 二 ハ ウ ジ ン グ （ 他 方 側 コ ネ ク タ ）
　 ３ ０ … 電 源 側 ハ ウ ジ ン グ （ 一 方 側 コ ネ ク タ ）
　 ４ ０ … ジ ョ イ ン ト コ ネ ク タ
　 ４ １ … 中 継 ハ ウ ジ ン グ
　 ４ ２ … 電 装 品 側 コ ネ ク タ 接 続 部 （ 他 方 側 コ ネ ク タ 接 続 部 ）
　 ４ ５ … 仕 切 壁
　 ４ ６ … 電 源 側 コ ネ ク タ 接 続 部 （ 一 方 側 コ ネ ク タ 接 続 部 ）
　 ５ ０ … ジ ョ イ ン ト 端 子
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】
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